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プナの喰材性害虫に関する研究(第 1報)*

内田登ー・梅谷献二・奥 俊夫料

Studies on the Xylophagous Insects of the Beech-Tree 1 

By 

Toichi UCHlDA， Kenji UMEYA and Toshio OKU 
(EntomologicaIInstitute， Hokkaido University， Sapporo) 

CIコ緒 告書ト
国

カパ材に代る強化木として近年プナ材の利用が各方

面の注目を:lbび、活発に造材が行われるようになった。

しかるに夏期は伐倒後短期日の聞に多数の穿孔虫が飛

来し，産卵，加害するため原木利用率が著しく低下し，

目下その適切なる防除対策がないため秋期穿孔虫の飛

来が停止するまで事実上造材不能の現状に:lbる。

筆者等は殺虫剤利用によるブナの夏山造材の可能性

について関心を持っていたが， 1954年夏，北海道檎山

郡俄虫営林署の依頼によってその予備試験を白行う機会

を得たので，ここにその概略を発表し，今後の防除試

験の参考に供する次第でるる。

本文に入るに先立ち，調査の機会を与えられた俄虫

営林署ー並びに調査中多大の便宜を計られた同署細川

豆・熊林信光両氏に深甚なる謝意を表する。

CIIコブナ材穿孔虫の種類

プナ材の穿孔虫は自然状態の生立木を加害すること

は殆どない。故に造林上の害虫とLては問題となる種

はないカ斗造材・工芸上の害虫としては極めて重要な

種類が多い。

過去においてプナ材の穿孔虫として知られている種

は，新島 (1913)が報じた Platypusseverniシナノ

ナガキクイ等4糧そ始め 8科29種に及ぶ。筆者等が

調査中産卵，摂食行動等によって加害を確認したのは

5科 15種の未記録種を含む10科44種であった(こ

れらはいずれも鞘麹目 COLEOPTERAに属する〉。

持本報告の一部は昭和29年度札幌農林学会に於て発表したへ
酬北海道大学農学部昆虫学教室

これらを更に加害部位で大別すると靭反部・形成層を

喰害ずるもの及び辺・心材部を喰害するものに大別さ

れ，ま?と材の新l日によっても加害穿孔虫の種類が異な

り，各種聞に明瞭な時間的相違が認められる。

文献による既記録種を加えてフeナ材の穿孔虫を列記

すれば下記の如くでるる。この中造材上特に重要なも

のは比較的新材の辺・心材部を加害する所謂 Shot-

borersと呼ばれる一群のもので、忘る。なお，個々の分

類学的記載は省略した品ご・三の分類学的新知鬼は

林業試験場小杉孝蔵技官によって発表される予定でる

る。種名に勢印の付して:lbるものはプナ材の穿孔虫と

して従来未記録のものである。

1. BUPRESTIDAE タマムシ科

1 ~ Agrilu8 cya旬eonigerSAUNDERS クロナガ

タマ

比較的新しい薪材に飛来産卵し，辺材部表面を喰害

する。ナラの薪材でも加害が認められた。

分布:北海道，本外]，対馬，朝鮮，シベリア

2. Corαebus rusticαnU8 LEWIS Jレイスナ力ポγ

~マ

井上 (1953)により 7'ナ加害が記録されたが筆者等

は未確認。

分布:北海道，本1'1-J，四国，九州

n. ELATERIDAE コメツキムシ科
3~ Athous praenobilis LEWIS Jレリツヤハダ

コメツキ

プナの古材(伐倒後1年i)に飛来産卵中のものを

S頭採集した。他にナラ材にも飛来産卵が認められ

た。

分布:北海道，本川西国，九州
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III. MALASIDAE コメツキムシダマシ科

4~ Isorhipis bang-hααsi REITTER ナガコメ

ツキダマシ

新鮮な薪材の木口に飛来産卵する。{団体数は多いが

大口径の丸太には飛来が見られなかった。

分布:北海道，本州、I，九州

IV. LYMEXYLONIDAE ツツシンクイムシ

科

5. Hylecoetus cossis LEWIS ツマグロツツシン

タイ

調査期間中は採集出来なかったが，伐倒後1年以上

の古材を加害し辺材部に穿孔する。

分布:北海道，本外!

V. ANOBIDAE シパンムシ科

6. Ftilinus pect仇.icor叫 sILLIGER ノウタニ

シパンムシ

井上く1953)によればプFナの乾材を喰害するとい

う。筆者等は未確認。

分布:北海道，本~I'I，ョーロ y パ

VI. CERAMBYCIDAE カミキリムシ科

7. Megopis sinicαWHITE ウスパカミキリ

比較的乾燥した腐朽老木を喰害する。

分布:北海道，本外J，四国，九州・J，琉球，朝鮮，中

国

8. Prior息切S旬sulm・isMOTSCHULSKY ノコギリ

カミキリ

乾燥した枯木から少数の発生が認められた。

分布:北海道，本州，四国，九日、H，朝鮮，中国， シ

ペリア

9. Psephαctus remiger HAROLD コパネカミ

キリ

前年伐倒した乾材の樹皮下から成虫及び幼虫を少数

採集した。

分布:北海道，本外1，四菌，九州，朝鮮

10~ AηoplodeγαγubrαsuccedαneαLEWIS 

アカハナカミキリ

比較的新材に産卵し，幼虫は樹皮下を喰害する。

分布:北海道，木少1'1，四国，樺太，千島，朝鮮，東

シベリア

1l~ Lept包Tα ochrαceofasciαtαMOTSCHULSKY

ヨツスジハナカミキリ

枯木の樹皮損傷部，木口の割目に産卵が認められ

た。

分布:北海道，;;$:j+l，四自2 樺太，千島

12~ LepturαthorαcicαCREUTZER セアカハナ

カミキ日

前年伐倒した柏木及び薪材から採集したが，加害部

{立の詳細は不明である。

分布:北海道，本外1，四国九千島，樺太，朝鮮，

シベリア

13. Chloγidolum thaliodes BATESオオアオカミ

キリ

前年伐倒した丸太から 1頭採集したのみで加害部位

の詳細は不明である。

分布:北海道，本外J，四重，九州対馬，朝鮮，東

北中国

14. Rosal似 batesiHAROLD Jレリポシカミキリ

8月中旬頃から，プナ薪材に多数発生が見られた。

産卵は主として木口の割目に行い，比較的古材を喰害

する。

分布:北海道，オサ1'1，四国，九州・1，朝鮮

15~ Xylotrechus clαγ仇usBATES ツマキトラ

カミキリ

伐倒直後の丸太に産卵中の2♀♀を採集したのみで

加害部{立の詳細は不明。

分布:北海道，木川西国，樺太，朝鮮，東北中国

16. Xylotrechus cuneipennis KRAATZ ウスイロ

トラヵミキリ

材の新旧に関係なく産卵するカミ腐朽木には飛来し

なL、。個体数は極めて多い。

ア

分布:北海道，本外J，四国，九州朝鮮，東シベリ

17. Plagionotus pulcheγBLESSIG コトラカミ

キリ

伐倒後半ケ月の丸太に産卵中の1♀を採集したが，

加害部位の詳細は不明。

分布:北海道，本j十L四国，朝鮮，東北中国，東シ

ベリア

18~ Cypriora fraudαtor BATES ビロウドカミ

キリ

新材から1♀を採集したのみ。

分布:北海道，本少¥01，四国，九州朝鮮，東北中国

19でMesosαhiγsutαBATES カタジロゴマフカミ

キリ

新材から数個体採集した。加害の詳細は不明でち

る。

分布:北海道，本外1.四国，九j+l， 朝鮮，東シベリア
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20~ MωosαpoecilαBATESマダラゴマフカミキリ

新材に産卵中の数個体を採集した。

分布:北海道，本外1

21. Mωosα senilis BATES ~テスジゴマフカミ

キリ

井上 (1948)によりブナ材加害が報告されたが筆者

等は未確認。

分布:北海道，本外1，四国，九州

22~ Asαperdaαgapαnthi冗αBATES シナノクロフ

カミキリ

前年伐倒の薪材に産卵中の1♀を採集した。

分布:北海道，本州、1，四国，樺太

23で Exocω6仰7処叫~t加γ門uωSg1悦ωatulαωt旬畑SBA日TE回sシラオビコ
ケシカミキリ

前年伐倒の細校から 2♀♀を採集した。

分布:北海道，本少1・f，四国，九州

24. Gleneα chγysochl俳句 BATES ハンノアオ

カミキリ

調査中には採集出来なかったが，北海道定山渓及び

札幌市近郊に於ける観察から初夏にはかなり発生する

ものとJ思われる。特に立柏木や薪材に多い。

分布:北海道，本州，四国

VII. CURCLIONIDAE ゾウムシ科

25~ Carcili，α strigicollis ROELOFS ツツゾウムシ

前年伐倒の薪材中から多数の成虫・幼虫・舗を採集

した。幼虫は辺材部を喰害し踊室は樹幹軌に文';fLて
直角につくられる。

分布:北海道，本外j，四国

26~ Mechistoceγus nipponicus KONO マダラ

メカタシゾウ

乾燥した枯木から 1♀を採集した。

分布:北海道，本HI

27. Sipalus hypocritαBOHEMAN オオゾウ

個体数は多いが薪材は加害しない。辺材部を喰害す

る。

分布:北海道，本外1，四国，九州朝鮮

28宅Cosso附 ssp. キクイゾウの1種

やや湿潤な枯材の木口に多数集ι木口から樹皮下
に潜入して産卵する。加害の詳細は不明。

分布:北海道

VIII.. ANTl王RIBIDAE ヒデナガゾウムシ科

29. Choγαg1LS cissoides SHARP ゴマノミヒデー

ナガゾウムシ

常楽 (1~53) によ b 食餌植物としてプナが報告せら

れたが筆者等は未確認。

分布判、1'1，九州

IX. IPIDAE キタイムシ科

30. Hνorrhynchus leωisi BLANDFORD レイス
オオキクイ

調査中は採集出来なかったが井上 (1948)によると

檎山地方のプナ材に多〈発生するとL、う。

分布:北海道，本j'H?，四国

31. Xylote1‘us signαtus F ABRICIUS カシワノ

キクイ

前年伐倒の丸太から8月上旬多数採集した。子L道l'i

浅<:，樹幹軸に対して直角に幼虫孔を作る。

分布:北海道，本外1，九州

32. Xyleborus germαnus BLANDFORD ヒメツツ

キクイ

8月上旬伐倒直後の材に穿入する個体を多数採集し

た。浅く穿孔して扇平な共同孔を作る。

分布:北海道，本川四国，九州朝鮮

33. Xyleboゲus世αlidusEICHHOFF ブナッツ

キクイ

個体数は多いが新材には少し春または前年伐倒の

材に多L、。孔道は浅<: 10cm 内外でJ[;材部には達し

ない。

分布:北海道，本州、1，四国p 九州，朝鮮，台湾

34. Xyleborus saxωeni RATZEBURG サクセス

キクイ

井上 (1953)により食餌植物としてプナが挙げられ

てL、るが筆者等は未確認。

分布:北海道，本外1，四国，九州朝鮮，ヨーロッ

パ， コーカサス p 北米

35. Xyleborus lewisi BLANDFORD ルイスザイノ

キクイ

新材からわずかに3♀♀を採集したのみでるるが3

井上 (1948)によれば伐倒後1年以内の材の辺材部を

加害するという。

分布:北海道，本列。0)，四国p 九州朝鮮，台湾

36; Xylebor・usm叫ilαt加 BLANDFORD タスノ

オオキクイ

8月14日に前日伐倒した丸太より 1♀を採集した

のみであるが，井上(1948)によれば主として小径木

及び、校条に穿孔し，辺材部を加害するとL、ぅ。

分布:北海道，本j-l・1，四国，九州，朝鮮，台湾
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第 1図 Xyleborus?nutilatus 

クスノオオキクイ

37. Xyleborus pfeili RATZEBURG ファイアJレ

キクイ

井上 (1948)によればおl皮丸太にも穿孔して浅〈共

同孔を作るというカら筆者等は録集出来なかった。

分布:北海道p 朝鮮，東北中国

38. xiγleborus ebriosus N IIJIMA サカタレノ

キクイ

新材に多し好んで木口から浸入する。浅

く穿孔して樹幹軸に対して平行ぷ扇平な共同

孔を作る。

分布:北海道2 本:H・)，四国，九州朝鮮，

台湾

39. Xylebo叩 sschαufussi BLANDFORD 

シヤウフスキクイ

前年伐倒した乾材か，ら2♀♀を採集したの

みでるるが，井上 (1948)によれば衰弱木・

枯損本に好んで集り，辺材部を喰害するとい

う。

分布:北海道，木州

40. Xylめ0何 ss酔・仰向SBLANDFORD 

ハンノスジキクイ

前年度伐倒の薪の樹皮下から数個体採集し

た。樹皮下及び辺材部表面を加害ずる。

分布:北海道，本外l
41. Scolytoplαtyp悦srnikado BLANDFORD 

ミカドキクイ

来しなかった。孔道は浅く樹皮下数cmで分校する。

8月中旬以降は成虫の活動が著し〈低下する。

分布:北海道，本州四国p 九州r 朝鮮f 台湾r イ

ンド，マレー

X. PLATYPODIDAEナガキタイムシ科

42. Crossotarsus niponicus BLANDFORD ヤチ

ダモノナガキクイ

プナ材の害虫中最も甚大な被害を与える。孔道は短

期日の聞に心材部に達する。個体数も極めて多(，伐

倒直後の新材の醇苔の付費部・損傷部から好んで浸入

ずる。まわ衰弱した生立木をも加害し今回の調査

では士場に残された数木の生立木に多数の穿入が認め

られた(第4図右下〉。

分布:北海道，本外)，四国p 九州・)，台湾

43. Plαtypus severni BLANDFORD シナノナガ

キクイ

加害状態は前種とほぼ同じで忘るが・個体数はやや

少い。

分布:北海道.本外)，四国3 九州、-)，台湾

44. Platypus cαtα?nus BLANDFORD ヨシプエノ

ナガキクイ

個体数は少し、。伐倒後2週間程経過した材に好んで
集り，辺材部に穿孔する。

分布:北海道，本州p 四国，九州

前年伐倒した薪材及び伐倒直後の枝条部か第2図 。"ossotaγS間 niponicus 第3図 Plαtypus se官eγn~
ら多数採集した。大口径の丸太には殆ん5飛ー ヤチダモノナガキクイ シナノナカ。キクイ
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[IIIコ鍔木試験結果

a.方法

土場に栓積した伐倒木に夏期飛来・加害する穿孔虫

の種類及び量的変動を見る目的で 8月1日より 9月

10臼までの 40日間，餌木j去による調査を行った。場

所は北海道槍山部俄虫営林署濁川事業所のプナ原生林

で， aヰ木設置個所及び付近の環境は第4図に示した通
りで怠る。なお，近接した土場にはプナ新材の堆積は

なく，伐倒後 1-2年を経たものが僅にあり，また前

年伐倒したセンノキの丸太が約100本あった。

餌木に使用したプナ原木は8)ドにて，各々を 6-7

尺に玉切って使用した。各原木の材積・全長・胸高直

径及び供試期間は第1表の如くセ;f，る。

調査方法は連日午後4時に各餌木について飛来穿孔

虫の種類及び個体数を記録した。外に午前 10時及び

午後4時に付近の温・湿度の測定を行った。飛来した

穿孔虫は捕殺しすでに穿孔せるものは侵入孔をベイ

第4図 調査地略図 x印は餌木設置個所

ントをもって埋めて重複をさけた。

b. 餌木への飛来穿~L虫とその個体数

各供試原木に調査期間中飛来穿干しLた害虫の種類と

{固体数を示すと第1衰のま口くである。

第 1表 各プす原木に飛来した穿孔虫の種類と個体数

供試樹 No.A No. B : No. C I No. D No. E . No・F.INo: G : No・H

長さ:胸高直径(尺)28;1~20 13; 0.75 12; 0.80 21; 1.00' 21; 1.00.14; 1.10 21; 0.90，21; 1.15 
極¥材積(石〉 ;8.880.660.官 2.ooi2.ml110!1112.56 

名¥¥詰孟 w1 r~，! 1-23/瓦|凶/四 l己玩石両元玩示玩WEFbi
C同ssotarsusnipon白山 ! 部Oexs. 60 56 140 84 53 148 3 
ヤチグモノナガキクイ • (82.7')の (82.2'}~) く82.3%) (100.0'}~)! (81. 6'}~) (86.9'}~). (50.0%)! (11.0')の
Platyp山 severni 8 4 4 ι10  5 148 24 
シナノナガキクイ I (2.1%)' (5.5'}~) I (5.9'}~) i - I (9.7')の (8.2%)• (50.0%) : (89.0%) 

日αt抑制 cal酬明 | 11 1 ー
ヨシプエノナがキクイ i(3.M〉1 1 - l 一一 : -- I で
Xyleborus germα初旬s 13 5 4 3 1 
ヒメツツキクイ (3:5'}~)! (6.8'}~) I (5.9%): 一一 (2.9'}~) I (1. 6'}~) ， 
Xν1伽 γ附 ebriosus 22 3 3 3 1 
サカクレノキクイ (5.9%): (4.1%) I (4.4%) I - (2.9')の (1. 6'}~) I 

Xylebo川 S仰仰ni 4 1 _ I 1 
サクセスキクイ I (1. 1')の(1.5'}~) I (1. 6'}~) 

Xylebor悩 seγiat加 1 1 一一
ハンノスジキクイ lく0.394〉j〈1.M〉l l 一一

Xylめoruslewisi 1 2 
ルイスザイノキクイ |くO.3~b) ! 一一 一(1.9')の 1

Xylめorusmutiγαtus 1 
クスノオオキクイ l 一一 | ←- 一一 ; 一一 (1.0.%) 

Lept1ιγα oc必γ'aseofasci品tα、|
ョツスジハナカミキリ

Xylotrechus cuneipennis 
ウスイロトラカミキリ

Xylotrechus claγ初制
ツマキトラカミキリ

Mωosαhiγsutα 
カタジロゴマフカミキリ

4 
1( (1 .1'}~) 
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方の夏山造材の害虫防除対策はこの両簡を中心として

考えるべきであることは論をまたない。

8 月 1 日 -23 日に調査した A~C 樹に於て2 そでの

初期に， A樹におげる Plαtypuscalamusヨシプエ

ノナガキクイの 11個体の飛来を始め，Xyleb01・悦S属

のキクイムシのかなりの飛来加害を見た。これらの各

種は8月中旬以後はいずれの笛木でも激減を示した。

この資料から，これらの積の加害の全盛期はヤチダモ

ノナガキクイより更に早い時期に1ちると忍われるが2

7月以前の調査資料を欠くため明らかではなL、。

ヤチダモノナガキクイとシナノナガキクイの餌

木への飛来消長

供試した餌木の中から設置期間の具る 4樹 (A・D・

F・G)を撰び，その各々におけるヤチダモノナガキ

クイの飛来穿孔数の消長を図示すると第5図の如くな

る。各個体数は多少とも比較の便宜上A樹に準じて材

積によって補正してある。

この図から各僻木とも一般的な傾向として短期日で

ヤチダモノナガキクイの飛来数が頂点に達しその後

は徐々に減少を示すことが判る。即ち飛来消長は正規

プナの喰材性害虫に関する研究(停1報〉

A樹に飛来した4種のカミキリムシ科のものはその

喰害部位その他から造材上の害虫としてはさして問題

とはならないiJ~， 他のナガキグイムシ科3 種及びキク

イムシ科6種は辺・心材部に穿孔する重要な害虫でる

る。

伐例丸太は同一樹令かつ外見上同様な形態・生理状

態を持つ場合でも，往々飛来穿孔虫の質量に大差が認

められることがある。故に第1表の結果から各種の個

体数の多少及び、発生消長の種間の相違を把掻すること

は困難では怠るカら各街における各飛来穿孔虫数の比

率から少くとも 8月中は常に Crossotaγsus叫p仰心

cusヤチダモノナガキクイが圧倒的な優占種でるる

ことは容易に推定出来る。次いで，出現頻度の犬舎い

Platypus seveγniシナノナガキクイは8月下旬-9

月上旬に調査したG樹に於て始めてヤチダモノナガキ

クイと同数の飛来が見られ 9月上旬に設置したH樹

に於ては 89.pbと逆に樹齢:優占種となった。しかL
9月上旬からは両種共に個体数は激減を示Lた。以上

の事実から上記2種のナガキクイムシの加害の全盛期

には多少のずれが~りーかつ少くとも 8 月以降の該地

内田・梅谷・奥:
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ヤチダモノナガキクイの解木への飛来消長(矢印は各餌木の伐倒設置日を示す〉

yiヌ25 15 

第 5図



116 北海道大学農学部紀要

分布を示さずー頂点が左に備し、右に長く裾を引く傾向

がある。かかる傾向を示す原因については不明で2ちる
が，少くとも同ーの餌木に対する飛来消長はそのまま

本商の populationの変動を示すものではなく，単に

餌木の生理的環境の変化(水分含有量など〉に支配さ

れた結果であることはp 同ーの日時においても伐何後

日時の経過した餌木では殆んど飛来が見られないにも

かかわらず，比較的新Lい一方の餌木には多数の飛来

が認められる事実からも明らかでるる。本種の popu-

lationの変動は同ーの餌木を継続的に使用じて推察す

ることは不可能であるiJ-:， 第5図から夏期は長期間に

わたり本慢の成虫の加害の最盛期に;t，り，丸太の条件

及び外界の環境(天候・温度・湿度〉如何によっては

常に伐倒原木に大寄を与えるものと解される。

ヤチダモノ十ガキクイの飛来は高温・多湿の環境下

では特に多しこの条件如何によってはたとえ餌木自

体の環境が加害に好適な場合でも飛来数は波少する。

故に第5図のAまたはG樹の如く飛来数の頂点が2つ

に分れる現象が起払逆の場合はG.F樹の如く伐例

日に多少のす、れがあるにもかかわらず，飛来の頂点に

達する時期が一致する(この場合は8月 29日〉場合

も起ると考られる。

上記の如く，飛来は伐倒丸太の内外環境に支配され

るの"C，各丸太への加害消長を一概に論ずることは出

来ないが，一寸般には伐倒後 10日間前後で飛来数が頂

点に達し2 約 20日間以上を経過すれば，飛来が著し

く減少するもののようでるる。

次にシナノナガキクイの場合でるるが，本ゴ重は第1

表にも示した如く，ヤチダモノナガキクイに比して極

めて個体数が少<，特に8月中に調査した餅木ではい

ずれもヤチダモノナガキクイの%以下の飛来数で1る

った。*'種の飛来消長の詳細は個体数が少く不明で;t，

るが，傾向としては飛来の頂点はヤチダモノナガキク

イの場合よりもおそいようでるった。 9月に入り，本

種の飛来数は相対的に増加し，第6図に示した如く G

樹に於ては8月 30-31日を境としてp その後はヤチ

ダモノナガキクイの飛来数を凌駕した。 また8月 31

日に伐倒設置したH樹ではヤチダモノナガキクイの飛

来数 11% に対して 89~b の高率を示したがp 個体数

は 3:24と共に極めて少かった(第1表〉。

高橋 (1951)は秋田においてフeナ丸太への穿孔虫の

飛来消長を5-10月にわたり多数の餌木を使用して調

査を行ったが，この結果では主とじて伐倒後1カ月間

相当数の飛来を示しているが，各種穿孔虫の区別は行

nu 
n事

個

体

数

20 

第 6図

10 

調査月日

俳木 No.G におけるヤチダモノナ

ガキクイ(・-・〉とシナノナガキ

クイ (0・・・0)の飛来消長

っていない。また，林内と林外のE草木では林内の方が

飛来数が多<， ~到j皮丸太と皮付丸太への飛来穿入数は

全く差が見られないと報じている。井上 (1948)の行

った調査例でも林内と林外に巻立した丸太への穿孔虫

の加害は前者の方がはるかに多かったという。

以上述べた筆者等の調査は第4図に示した如く林内

の林道に設置した餌木についての試験でるるため，多

数の穿孔虫の飛来を見たが，裸地の土場に丸太を巻立

した場合は飛来数はかなり少くなるものと思われる。

[IVコ結 語

以上の結果から薬剤利用によって夏山造材を可能な

らしめるためには伐倒後直ちに丸太を林外に搬出して

土場に巻立し野外に於て少〈とも 20日間以上の残

存効果を持つ殺虫剤または忌避剤を撒布すれば穿孔虫

の防除に効果的と恩われる。即ち前述の調査結果から

見て伐倒後約 20日間は穿孔虫の飛来が多しこの期

間を完全に防除出来れば，少くとも 90μ 以上被害が

軽減するものと考られる。使用薬剤については今後の

研究にまちたいと思う。

なお，現地では調査終了の9月 10日よりプナの伐

倒巻立を本格的に開始したが，これに対する被害は皆

無で怠った由である。故に夏山造材に対する薬剤の使

用は9月上旬までにて充分と考られる。
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[Vコ摘 要

筆者等はプナの夏山造材における穿孔虫の防除対策

として，殺虫剤の利用を考え， 1954年夏期に北海道檎

山郡に於てその予備試験を行った。その結果次のこと

を知り得た。

1) 文献による記録種を加えて 10科 44植のプナ

材穿孔虫を知り得た。これらはいずれも鞘麹目に属す

るもので忘る。

2) 8月1日から9月 10日にわたる餌木詞験の結

果 8月中はいずれの餌木に於ても Cγossotaγ'SUS

mpomcusヤチダモノナガキクイが各種飛来穿孔虫数

の 805'~以上を占めた。 9 月にいたり Plα旬'PUS se-

世ern~ シナノナガキクイの飛来ーが増加した。

3) ヤチダモノナガキグイの餌木への飛来消長は伐

倒後1週間前後で最高に達し，その後除々に減少して

約 20日聞を経過すれば飛来が殆んど停止した。

4) 調査の結果から夏山造材における穿孔虫の被害

を薬剤によって防除するたるには，土場に巻立した丸

太に少くとも20日聞の残存効果を持つ殺虫剤または忌

避*uを使用しなければならないとし、う結論に達Lた。
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